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沖
縄
戦
な
ど
の
被
災
実
態
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
年
は
、
戦
後
七
十
年
の
歴
史
的
節
目
で
あ
る
。
悲
惨
な
沖
縄
戦
が
終
結
し
て
か
ら
七
十
年
、
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
日
本

の
敗
戦
か
ら
七
十
年
で
も
あ
る
。

沖
縄
戦
で
は
、
約
二
十
万
ト
ン
の
銃
砲
弾
が
撃
ち
込
ま
れ
（
そ
の
不
発
弾
処
理
に
今
後
七
十
年
を
要
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い

る
）
、
当
時
の
沖
縄
県
民
の
四
人
に
一
人
が
戦
死
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
さ
に
、
沖
縄
戦
は
「
鉄
の
暴
風
」
で
あ
り
、
「
あ
り
っ

た
け
の
地
獄
を
集
め
た
」
戦
争
で
あ
っ
た
、
と
表
現
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
六
日
の
沖
縄
県
慶
良
間
諸
島

へ
の
米
軍
上
陸
に
始
ま
り
、
同
年
六
月
二
十
三
日
の
旧
日
本
軍
に
よ
る
組
織
的
抗
戦
終
結
に
至
る
ま
で
の
沖
縄
戦
の
実
相
、
そ

の
悲
惨
さ
の
全
て
を
語
り
尽
く
す
こ
と
は
、
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
。

沖
縄
戦
が
終
結
し
た
後
、
二
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
米
軍
の
直
接
支
配
下
に
置
か
れ
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
の
「
復

帰
」
以
降
、
今
日
に
至
る
も
在
日
米
軍
専
用
施
設
の
約
七
十
四
％
が
集
中
す
る
「
基
地
の
島
」
沖
縄
で
は
、
文
字
通
り
「
戦

（
イ
ク
サ
）
」
の
「
後
」
と
い
う
意
味
で
の
「
戦
後
」
は
未
だ
到
来
し
て
い
な
い
。
今
な
お
、
「
沖
縄
『
戦
後
』
ゼ
ロ
年
」

（
芥
川
賞
作
家
・
目
取
真
俊
）
が
続
く
状
況
下
に
あ
っ
て
、
私
を
含
む
沖
縄
県
民
の
多
く
は
、
悲
惨
な
沖
縄
戦
の
記
憶
を
継
承

す
る
日
常
的
な
営
為
の
中
で
、
平
和
を
強
く
願
望
し
、
希
求
し
て
い
る
。

一



に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
、
安
全
保
障
関
連
法
案
（
戦
争
法
案
）
の
今
通
常
国
会
中
の
成
立
を
急
い
で
い
る
。
私
は
、
平

和
を
実
現
す
る
手
段
は
「
戦
争
」
や
軍
備
増
強
で
は
な
く
、
「
不
戦
の
誓
い
」
や
対
話
に
よ
る
外
交
で
あ
る
と
信
ず
る
。
こ
の

思
い
は
、
「
命
ど
ぅ
宝
」
を
信
念
と
し
て
戦
後
七
十
年
を
生
き
抜
い
て
き
た
多
く
の
沖
縄
県
民
が
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

戦
後
七
十
年
の
節
目
に
あ
っ
て
、
悲
惨
な
沖
縄
戦
な
ど
の
被
災
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
将
来
の
平
和
創
造
を

見
据
え
て
今
日
を
生
き
る
者
の
責
務
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
沖
縄
戦
に
お
け
る
戦
死
者
数
等
の
被
災
実
態
、
沖
縄
戦
に
先
立
つ
昭
和
十
九
年
十
月
十
日
の
那
覇
市
街
地
を
中

心
と
す
る
無
差
別
空
襲
（
以
下
、
「
十
・
十
空
襲
」
と
い
う
）
や
疎
開
船
「
対
馬
丸
」
を
含
む
戦
時
遭
難
船
舶
の
被
災
実
態
等

に
関
す
る
政
府
調
査
は
、
戦
後
七
十
年
の
今
日
ま
で
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
・
総
務
省
は
、
「
一
般
戦
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
開
設
し
、
「
全
国
に
存
在
す
る
戦
災
に
関
す
る
資
料
を
調
査
、
整

理
し
、
悲
惨
な
体
験
を
記
録
に
と
ど
め
、
事
実
を
知
っ
て
い
た
だ
く
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
全
国
戦
災
史
実
調
査
報
告

書
」
（
以
下
、
調
査
報
告
書
と
い
う
）
を
と
り
ま
と
め
て
き
た
。

か
か
る
調
査
報
告
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
に
開
始
さ
れ
、
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
毎
年
度
に
テ
ー
マ
を
定
め
て
戦
災
の
実

二



情
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
一
部
情
報
を
除
い
て
沖
縄
県
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
四
十
七
都
道
府
県
の
う
ち
、
沖
縄
一
県

の
み
を
外
し
、
他
の
四
十
六
都
道
府
県
の
調
査
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
各
年
度
の

調
査
報
告
書
に
特
段
の
記
述
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
（
�
）
昭
和
五
十
六
年
度
調
査
報
告
書
「
戦
災
に
よ
り
犠
牲
を
被
っ
た
児
童
の
実
情
（
学
童
疎
開
）
に
関
す

る
記
録
の
収
集
」
巻
末
の
年
表
に
は
「
昭
和
十
九
年
八
月
二
十
二
日

沖
縄
か
ら
鹿
児
島
に
向
う
疎
開
船
『
対
馬
丸
』
米
潜

水
艦
に
よ
り
撃
沈
」
と
の
記
述
が
あ
る
だ
け
で
、
「
対
馬
丸
」
沈
没
の
被
害
実
態
に
つ
い
て
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ

も
そ
も
、
巻
頭
（
は
し
が
き
）
で
「
今
回
は
、
四
十
六
都
道
府
県
に
お
け
る
戦
災
に
よ
り
犠
牲
と
な
っ
た
児
童
に
関
す
る
記

録
を
対
象
に
調
査
し
た
」
と
し
、
四
十
七
都
道
府
県
中
沖
縄
一
県
の
み
が
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。

同
様
に
、
（
�
）
昭
和
五
十
七
年
度
調
査
報
告
書
「
戦
災
に
よ
り
犠
牲
を
被
っ
た
孤
児
の
実
情
に
関
す
る
記
録
の
収

集
」
、
（
�
）
昭
和
五
十
八
年
度
調
査
報
告
書
「
戦
災
に
よ
り
犠
牲
を
被
っ
た
婦
人
の
実
情
に
関
す
る
記
録
の
収
集
」
の
い

ず
れ
に
お
い
て
も
「
今
回
は
、
四
十
六
都
道
府
県
に
お
け
る
」
戦
災
調
査
と
さ
れ
、
四
十
七
都
道
府
県
中
沖
縄
一
県
の
み
が

対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。

①

一
連
の
調
査
報
告
書
は
、
沖
縄
県
が
「
復
帰
」
し
た
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三



に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
沖
縄
県
の
み
が
対
象
外
と
さ
れ
、
四
十
六
都
道
府
県
の
調
査
、
整
理
に
と
ど
ま
っ
た
の
か
。
右

（
�
）
乃
至
（
�
）
の
調
査
報
告
書
毎
に
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
沖
縄
県
だ
け
が
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
事

実
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

②

「
対
馬
丸
」
沈
没
の
犠
牲
者
数
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
被
災
実
態
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

昭
和
五
十
二
年
度
調
査
報
告
書
「
戦
災
を
被
っ
た
都
市
の
空
襲
及
び
被
害
状
況
に
関
す
る
記
録
の
収
集
」
で
は
、
実
態
把

握
の
た
め
に
直
接
調
査
員
を
派
遣
し
た
基
準
を
「
一
都
市
に
お
い
て
、
百
人
以
上
の
一
般
戦
災
死
者
を
出
し
て
い
る
都
市
」

と
定
め
、
全
国
七
十
四
都
市
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

①

「
一
般
戦
災
死
者
」
ま
た
は
「
一
般
戦
災
死
没
者
」
と
は
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
「
空
襲
」
犠
牲
者
に
限
定
さ
れ
る
も

の
か
、
そ
れ
と
も
「
対
馬
丸
」
な
ど
の
「
戦
時
遭
難
船
舶
」
犠
牲
者
や
沖
縄
戦
な
ど
の
「
地
上
戦
（
陸
戦
）
」
犠
牲
者
等

も
含
ま
れ
る
の
か
。
そ
の
定
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

②

「
十
・
十
空
襲
」
の
一
般
戦
災
死
者
数
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
被
災
実
態
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

③

右
基
準
に
照
ら
し
た
場
合
、
那
覇
市
は
対
象
と
な
る
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
対
象
外
と
の

四



見
解
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

④

右
報
告
書
に
お
い
て
「
十
・
十
空
襲
」
が
調
査
の
対
象
外
と
な
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

昭
和
二
十
四
年
に
経
済
安
定
本
部
（
当
時
）
が
作
成
し
た
「
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
我
国
の
被
害
総
合
報
告
書
」
に
よ
れ

ば
、
「
人
的
被
害
」
と
し
て
、
「
銃
後
の
人
口
」
「
軍
人
・
軍
属
」
の
被
害
者
数
が
都
道
府
県
ご
と
に
調
査
、
掲
載
さ
れ
、

ま
た
「
物
的
被
害
」
に
つ
い
て
も
「
建
築
物
」
、
「
港
湾
」
、
「
橋
梁
」
、
「
鉄
道
」
、
「
船
舶
」
、
「
電
気
」
、
「
ガ
ス

供
給
設
備
」
、
「
電
話
」
、
「
水
道
」
、
「
道
路
」
、
「
林
野
」
及
び
「
分
類
困
難
な
も
の
」
に
至
る
ま
で
、
各
県
ご
と
の

一
覧
に
よ
り
被
害
面
積
や
損
害
額
が
詳
細
に
調
査
、
記
録
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
右
報
告
書
に
は
、
「
沖
縄
県
」
の
み
記
載
が
見
当
た
ら
な
い
。
「
朝
鮮
、
台
湾
そ
の
他
外
資
試
算
の
喪
失
は
計
上

せ
ず
」
と
の
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
沖
縄
県
の
取
扱
い
に
関
す
る
但
し
書
き
等
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
。

右
報
告
書
で
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
沖
縄
一
県
の
み
が
対
象
外
と
さ
れ
、
他
の
四
十
六
都
道
府
県
の
報
告
に
と
ど

ま
っ
た
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

沖
縄
戦
（
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
六
日
の
沖
縄
県
慶
良
間
諸
島
へ
の
米
軍
上
陸
に
始
ま
り
、
同
年
六
月
二
十
三
日
の
旧
日

本
軍
に
よ
る
組
織
的
抗
戦
終
結
に
至
る
ま
で
の
期
間
）
に
お
け
る
戦
没
者
数
に
つ
い
て
、
根
拠
と
な
る
資
料
を
明
ら
か
に
し

五



た
上
で
「
軍
人
軍
属
」
、
「
準
軍
属
」
、
「
そ
の
他
」
の
別
に
分
類
し
、
そ
の
被
災
実
態
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

五

沖
縄
戦
や
「
十
・
十
空
襲
」
、
「
対
馬
丸
」
沈
没
の
被
害
等
に
つ
い
て
、
政
府
が
確
た
る
資
料
を
保
有
し
て
お
ら
ず
、
そ

れ
ら
の
実
態
を
把
握
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
沖
縄
県
等
が
行
っ
た
調
査
結
果
を
検
証
、
補
正
す
る
な
ど
し
た
上
で
、

政
府
の
責
任
の
下
、
何
ら
か
の
形
で
記
録
に
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

戦
後
七
十
年
の
節
目
を
迎
え
、
「
戦
争
記
憶
の
継
承
」
や
「
戦
争
体
験
の
世
代
間
継
承
」
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
中
、
国

と
し
て
何
ら
の
手
立
て
も
講
じ
ず
、
将
来
に
わ
た
っ
て
こ
れ
以
上
問
題
を
放
置
し
続
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

私
が
、
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
付
で
「
沖
縄
戦
犠
牲
者
の
未
収
遺
骨
と
防
空
壕
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
を
提

出
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
十
二
月
九
日
付
の
政
府
答
弁
書
で
「
厚
生
労
働
省
と
し
て
把
握
し
て
い
る
沖
縄
に
お
け
る
戦
没
者

は
、
約
十
八
万
六
千
五
百
人
で
あ
る
」
と
の
回
答
を
得
た
。
他
方
、
沖
縄
県
は
、
同
年
十
二
月
八
日
の
県
議
会
で
沖
縄
戦
の

戦
没
者
数
に
つ
い
て
、
推
計
と
し
て
十
八
万
八
千
百
三
十
六
人
で
あ
る
、
と
答
弁
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
地
域
別
戦
没
者
遺
骨
収
容
概
見
図
（
平
成
二
十
七
年
六
月
末
現

六



在
）
」
に
よ
る
と
、
沖
縄
の
戦
没
者
概
数
は
十
八
万
八
千
百
人
と
な
っ
て
お
り
、
沖
縄
県
の
認
識
と
近
似
し
て
い
る
。
政
府

と
し
て
、
か
か
る
「
沖
縄
の
戦
没
者
概
数
」
を
変
更
し
た
の
は
い
つ
か
。
ま
た
、
右
政
府
答
弁
書
で
示
し
た
「
沖
縄
に
お
け

る
戦
没
者
」
よ
り
数
が
増
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


